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じ，歯髄を KOH でとかし，スチローノレ樹脂を歯髄腔に浸透， 重合させ， これにより歯髄腔容積を
測定した。 また，犬の血圧，心電図， 呼吸運動も同時記録し，歯髄腔圧の生理的性質を分析した。
尚，カニューレ挿入操作により歯髄に殆んど炎症を起さないことは，組織標本により予め確認した。
犬の歯髄腔圧は個体および歯牙により異るが，測定した上下顎第 1 大臼歯，犬歯，第 3 切歯では 1.. 
41mmH20 の範囲内にあり， 5 例の平均では，上顎は各々 17.4， 12.4, 8.9mmH20 下顎は各々 19.0 ，



















エノレゴタミン (5 mg静注)投与で乙の下降成分は消失した。 即ち 2 相性反応の下降成分は， アドレ
ナリン作働性血符収縮神経の興奮によるものであり，上昇成分はコリン作働性血{(\:拡張神経の働きに
よることが推察出来る。また，象牙質刺激による上昇反応もアトロビンで抑制された。
以上の結果から，象牙質刺激により，反射的に商髄腔圧上昇反応が活発され，乙の反射には，コリ
ン作働性血竹拡張神経が主動的役割を演ずる乙とが明らかとなった。また，アドレナリン作働性血管
収納神経はも骨髄血行の緊張性維持に働いていることが明らかとなり，両神経聞に機能的分離の存在す
ることが分っナこo
論文の審査結果の要旨
本研究ば，捺i髄膝圧の生理的性質を研究したものであり，特に，従来ほとんど知られていなかった
商髄腔圧調節に関与する歯髄血管運動神経機序について重要な知見を得たものである。価値ある業績
であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認めるO
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